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〔
商
法
　
三
三
二
〕
　
船
荷
証
券
の
保
証
渡
と
不
法
行
為

（
灘
饗
蓬
欝
鞭
饗
事
件
）

148

〔
判
示
事
項
〕

　
運
送
人
の
代
理
店
が
船
荷
証
券
と
引
換
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
保
証
渡
を

し
た
こ
と
に
つ
ぎ
証
券
所
持
人
に
対
す
る
代
理
店
の
不
法
行
為
責
任
を
認

め
る
が
、
運
送
人
の
使
用
者
責
任
ま
た
は
共
同
不
法
行
為
責
任
を
否
認
す

る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
民
法
七
〇
九
条
、
七
一
五
条
、
商
法
七
七
六
条
、
五
八
四
条
。

〔
事
　
実
〕

　
X
は
銀
行
法
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
都
市
銀
行
で
あ
る
。
磧
は
国
際
海
上

運
送
を
営
業
目
的
と
す
る
海
運
会
社
（
本
店
は
中
華
民
国
台
北
市
）
で
あ

り
、
砺
は
主
に
町
を
運
送
人
と
す
る
国
際
海
上
運
送
の
日
本
に
お
け
る
出

入
港
手
続
・
荷
役
手
配
・
陸
上
荷
渡
等
の
海
上
運
送
に
関
す
る
事
実
行
為

お
よ
び
法
律
行
為
に
つ
き
、
昭
を
代
理
代
行
す
る
船
舶
代
理
店
業
を
営
む

会
社
で
あ
る
。

　
訴
外
A
は
、
商
品
の
輸
入
に
つ
き
、
X
に
信
用
状
の
開
設
を
依
頼
し
、

輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
の
供
与
を
受
け
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
輸
入
商
品
に
つ

い
て
は
、
そ
の
輸
入
ユ
ー
ザ
ソ
ス
の
決
済
を
な
し
、
対
応
す
る
船
荷
証
券

を
X
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
磧
が
荷
送
人
に
発
行
し
、
X
が

荷
送
人
か
ら
昭
和
五
九
年
九
月
六
目
、
同
月
二
二
目
お
よ
び
一
〇
月
八
日

に
取
得
し
た
三
通
の
船
荷
証
券
　
（
以
下
、
本
件
船
荷
証
券
と
呼
ぶ
。
）
に

表
示
さ
れ
た
商
品
（
以
下
、
本
件
商
品
と
呼
ぶ
。
）
に
つ
い
て
は
、
A
は

輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
の
決
済
を
し
な
か
っ
た
。
X
は
A
に
対
し
て
輸
入
ユ
ー

ザ
ン
ス
の
決
済
を
請
求
し
続
け
た
が
、
昭
和
六
〇
年
八
月
五
日
に
い
た
り

A
が
決
済
を
な
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
X
は
本
件
船
荷
証
券
を
A
に
交
付

し
な
か
っ
た
。
す
る
と
、
A
は
、
箔
の
代
理
店
で
あ
る
砺
に
対
し
、
A
の

保
証
状
（
L
／
G
）
の
ほ
か
、
入
手
次
第
直
ち
に
船
荷
証
券
を
砺
に
差
し

入
れ
る
旨
、
お
よ
び
本
件
商
品
荷
受
人
A
の
シ
ン
グ
ル
L
／
G
で
本
件
商

品
を
引
き
取
る
が
、
引
き
取
り
後
に
生
ず
る
事
故
に
関
し
て
は
荷
主
A
と
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共
に
一
切
の
責
任
を
負
担
す
る
旨
の
訴
外
B
乙
仲
業
者
の
保
証
状
を
差
し

入
れ
て
、
砺
か
ら
本
件
商
品
の
保
証
渡
を
受
け
た
．
こ
の
際
、
協
は
本
件

船
荷
証
券
の
発
行
を
知
っ
て
い
た
．
保
証
渡
の
後
二
ヶ
月
経
過
し
て
か

ら
、
X
は
砺
に
対
し
て
本
件
船
荷
証
券
に
基
づ
く
本
件
商
品
の
引
渡
請
求

を
行
っ
た
が
、
引
ぎ
渡
し
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
X
は
、

ぬ
に
対
し
て
、
不
法
行
為
た
る
本
件
商
品
に
対
す
る
所
有
権
侵
害
に
基
づ

く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
ま
た
広
に
対
し
て
は
、
偽
の
使
用
者
と
し
て

民
法
七
一
五
条
の
責
任
ま
た
は
、
砺
の
行
っ
た
本
件
商
品
の
保
証
渡
が
昭

の
一
般
的
指
図
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
協
と
共
に
X
に
対
す

る
共
同
不
法
行
為
の
責
任
と
を
追
及
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
町
に
対
す
る
請
求
棄
却
、
㌔
に
対
す
る
請
求
認
容
。

①
保
証
渡
な
い
し
保
証
渡
契
約
に
つ
い
て

「
…
…
船
荷
証
券
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
物
品
証
券
は
、
証
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
物
品
自
体
の
引
渡
請
求
権
を
表
彰
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
証

券
が
発
行
さ
れ
れ
ば
、
荷
送
人
及
び
荷
受
人
の
権
利
は
証
券
所
持
人
に
吸

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
元
来
船
荷
証
券
は
裏
書
に
よ
り
自
由
に

移
転
し
て
流
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
所
持
人
は
何
時
で
も
証
券
の
表

彰
す
る
物
品
の
引
渡
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
従
っ
て
運
送
人
又
は
そ

の
代
理
店
に
お
い
て
、
船
荷
証
券
と
引
換
え
る
こ
と
な
し
に
証
券
の
表
彰

す
る
物
品
の
引
渡
を
す
る
こ
と
は
、
証
券
の
所
持
人
に
対
す
る
関
係
に
お

い
て
は
違
法
性
を
免
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
運
送
人
又
は
そ
の
代

理
店
が
い
わ
ゆ
る
保
証
渡
に
よ
っ
て
証
券
所
持
人
以
外
の
者
に
物
品
を
引

渡
し
た
か
ら
と
い
っ
て
右
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
．
（
保
証

渡
を
受
け
る
者
と
の
間
に
保
証
渡
の
契
約
が
有
効
視
さ
れ
る
に
し
て
も
、

証
券
所
持
人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
保
証
渡
は
違
法
と
目
さ
れ

る
。
）
」

②
保
証
渡
に
つ
き
悪
意
の
取
得
者
に
対
す
る
運
送
人
の
抗
弁

「
…
…
船
荷
証
券
の
所
持
人
は
、
運
送
人
に
対
し
、
証
券
の
記
載
に
従
っ

た
運
送
品
の
引
渡
を
請
求
し
う
べ
く
、
運
送
人
に
は
反
対
の
立
証
は
許
さ

れ
な
い
（
証
券
の
債
権
的
効
力
）
。
そ
こ
で
船
荷
証
券
が
発
行
さ
れ
て
い

る
以
上
、
運
送
人
又
は
そ
の
代
理
店
が
こ
れ
と
引
換
で
な
く
運
送
品
を
引

渡
す
と
き
は
船
荷
証
券
所
持
人
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ

と
自
体
運
送
品
の
引
渡
に
関
す
る
過
失
の
存
在
を
認
め
う
べ
く
、
運
送
人

又
は
そ
の
代
理
店
の
債
務
不
履
行
或
い
は
不
法
行
為
の
責
任
を
免
れ
な
い

の
で
あ
り
、
証
券
所
持
人
が
保
証
渡
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ

て
、
証
券
は
そ
の
債
権
的
効
力
に
よ
り
依
然
と
し
て
運
送
人
に
対
す
る
運

送
品
引
渡
請
求
権
を
表
彰
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
所
持
人
の
権
利
が

消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
保
証
渡
は
証
券
所
持
人
に

対
抗
し
う
る
抗
弁
と
は
な
ら
な
い
。
」

③
砺
の
不
法
行
為
責
任
の
成
立
に
つ
い
て

「
砺
が
本
件
船
荷
証
券
と
引
換
え
る
こ
と
な
く
本
件
商
品
を
A
に
引
渡
し

た
こ
と
に
よ
り
、
本
件
船
荷
証
券
の
所
持
人
で
あ
る
X
に
対
し
、
結
局
本

件
商
品
の
引
渡
を
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
X
の
本
件
商
品
引
渡
請
求

権
の
行
使
を
不
能
な
ら
し
め
、
ひ
い
て
X
の
本
件
商
品
に
対
す
る
本
権

（
所
有
権
）
を
侵
害
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
不
法
行
為
に
該
る
…
…
」
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④
払
の
使
用
者
責
任
の
成
否
に
つ
い
て

「
－
…
代
理
店
（
代
理
商
）
は
、
企
業
者
に
対
し
継
続
的
に
そ
の
取
引
の

代
理
又
は
媒
介
の
業
務
を
行
う
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
企
業
者
に
従
属

す
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
独
立
対
等
の
関
係
に
立
っ
て
業
務
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
間
に
特
別
の
指
揮
監
督
の
関
係
が
存
す

る
な
ら
ば
格
別
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
代
理
店
契
約
関
係
が
存
す
る
か
ら

と
い
っ
て
、
払
は
協
の
使
用
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件

に
お
い
て
、
磧
と
脇
と
の
間
に
特
別
の
指
揮
監
督
の
関
係
が
存
す
る
こ
と

の
立
証
は
な
い
か
ら
、
砺
が
行
っ
た
前
記
不
法
行
為
に
つ
き
、
昭
が
使
用

者
責
任
を
負
う
い
わ
れ
は
な
い
。
」

⑤
葛
の
共
同
不
法
行
為
の
成
否
に
つ
い
て

「
…
…
偽
の
行
う
海
上
運
送
に
か
か
る
物
品
の
保
証
渡
が
町
の
承
認
も
し

く
は
一
般
的
指
示
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
保
証
渡
そ
れ
自
体

は
、
ま
ず
砺
の
判
断
裁
量
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
…
…
、
か
つ
本
件
商
晶

の
保
証
渡
は
砺
が
行
っ
た
も
の
で
葛
が
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
本

件
商
品
の
保
証
渡
を
直
ち
に
協
と
㌔
と
の
共
同
不
法
行
為
に
該
る
と
み
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
』

〔
結
　
論
〕

　
判
旨
に
一
部
反
対
。

〔
理
　
由
〕

一
　
保
証
渡
な
い
し
保
証
渡
契
約
の
適
法
性

　
e
　
問
題
の
所
在

　
運
送
品
に
つ
き
船
荷
証
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
、
船
荷
証
券
と
引

換
で
な
く
て
は
運
送
品
の
引
渡
を
受
け
得
な
い
旨
の
規
定
（
商
七
七
六
・

五
八
四
）
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
海
上
運
送
を
利
用
す
る
商
品
売
買
に
お

い
て
船
荷
証
券
と
引
換
で
な
い
運
送
品
の
引
渡
す
な
わ
ち
仮
渡
が
、
実
際

に
は
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
運
送
品
が
陸
揚
港
に
す
で

に
到
着
し
て
い
る
の
に
荷
受
人
た
る
買
主
が
未
だ
船
荷
証
券
を
入
手
し
て

い
な
い
事
態
に
お
い
て
、
保
管
料
の
費
用
負
担
・
商
品
の
変
質
・
商
機
の

逸
失
と
い
う
買
主
側
の
不
利
益
と
、
滞
貨
と
い
う
運
送
人
の
不
利
益
を
回

避
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
要
旨
、
山
口
賢
「
仮
渡
・
保
証
渡
の
適
法
性
」

商
法
の
争
点
（
有
斐
閣
、
昭
和
五
八
年
）
二
八
二
頁
）
。
た
だ
し
、
仮
渡
を

受
け
た
者
以
外
に
正
当
な
船
荷
証
券
所
持
人
が
い
る
場
合
、
運
送
人
は
船

荷
証
券
所
持
人
か
ら
運
送
品
引
渡
請
求
を
受
け
、
債
務
不
履
行
ま
た
は
不

法
行
為
責
任
を
問
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
仮
渡
を
受
け
る
者
は
運

送
人
と
の
間
に
保
証
渡
契
約
を
締
結
す
る
。
こ
の
保
証
渡
契
約
は
、
仮
渡

を
受
け
る
者
が
次
の
二
の
義
務
を
単
独
で
あ
る
い
は
取
引
銀
行
と
連
帯
し

て
負
う
旨
を
示
し
た
保
証
状
を
運
送
人
に
差
し
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
。
そ
の
義
務
と
は
、
ω
船
荷
証
券
を
入
手
し
た
ら
速
や
か
に
こ
れ

を
運
送
人
に
交
付
す
る
義
務
と
、
ω
船
荷
証
券
と
引
換
で
な
い
運
送
品
の

引
渡
に
よ
っ
て
生
ず
る
一
切
の
結
果
を
負
担
す
る
義
務
、
す
な
わ
ち
船
荷

証
券
所
持
人
が
運
送
品
の
引
渡
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
運
送
品
返
還
義

務
を
負
い
、
運
送
人
が
船
荷
証
券
所
持
人
に
対
し
て
損
害
を
賠
償
し
た
場

合
に
は
そ
の
賠
償
額
を
運
送
人
に
支
払
う
と
い
う
義
務
で
あ
る
（
山
口
・

前
掲
論
文
二
八
二
～
二
八
三
頁
、
田
中
誠
二
『
海
商
法
詳
論
』
（
勤
草
書
房
、

昭
和
六
〇
年
）
三
九
〇
頁
、
池
垣
定
太
郎
「
保
証
渡
」
『
総
合
判
例
研
究
叢

150
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書
⑨
』
鈴
木
竹
雄
・
大
隅
健
一
郎
編
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
八
年
）
六
三
頁
）
．

　
そ
こ
で
、
こ
の
保
証
渡
契
約
が
適
法
で
あ
る
か
に
つ
ぎ
議
論
が
生
じ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
保
証
渡
契
約
に
従
っ
た
仮
渡
つ
ま
り
保
証
渡
が
商
法
七
七
六

条
五
八
四
条
の
定
め
る
船
荷
証
券
の
受
戻
証
券
性
に
反
し
て
お
り
違
法
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
同
条
を
強
行
法
規
と
考
え
れ
ば
保
証
渡
契
約
全
体
が

公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
反
対
、

田
中
・
前
掲
書
四
二
一
頁
）
。
あ
る
い
は
同
条
を
任
意
規
定
だ
と
考
え
た

と
し
て
も
、
仮
渡
は
物
権
侵
害
の
不
法
行
為
あ
る
い
は
債
務
不
履
行
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
、
私
法
上
の
違
法
性
を
有
し
て
い
る
（
池
垣
・
前
掲
書

七
一
～
七
三
頁
）
。
そ
う
だ
と
す
る
と
保
証
渡
契
約
全
体
と
し
て
は
違
法

と
な
る
の
か
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
に
同
条
を
強
行
法
規
と
解
し
て
も
任
意

規
定
と
解
し
て
も
、
保
証
渡
契
約
の
適
法
性
に
は
疑
い
が
持
た
れ
る
。

　
⇔
　
保
証
渡
契
約
の
適
法
性

　
上
記
ω
の
義
務
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
運
送
品
の
返
還
の
約
束

は
違
法
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
以
外
の
誰
か
が
運
送
品
に
つ
き
権
利

を
有
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
に
対
し
て
運
送
品
の
返
還
義
務
を
負
う
の
は
、

法
律
上
当
然
の
帰
結
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
荷
渡
を
受
け
た
老
は
、
自

分
以
外
の
誰
か
が
荷
受
人
の
地
位
を
有
す
る
場
合
、
そ
の
者
に
対
し
て
運

送
品
を
返
還
す
る
か
、
運
送
契
約
に
よ
り
運
送
品
に
対
し
て
占
有
権
を
有

す
る
運
送
人
に
対
し
て
返
還
す
る
義
務
を
負
う
．
ま
た
、
運
送
人
に
賠
償

額
を
支
払
う
約
束
も
違
法
で
な
い
．
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
約
束
は
民
法
四
二

〇
条
の
定
め
る
賠
償
の
予
定
と
考
え
得
る
か
ら
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
保

証
渡
契
約
の
趣
旨
を
『
…
…
（
荷
渡
を
受
け
た
者
が
…
…
筆
者
註
）
後
に

船
荷
証
券
を
入
手
次
第
提
出
し
、
そ
の
不
能
の
と
き
は
損
害
賠
償
を
す
べ

き
旨
（
田
中
・
前
掲
書
四
一
二
頁
）
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
う
解

す
る
と
、
こ
の
運
送
人
に
賠
償
額
を
支
払
う
約
束
は
、
運
送
人
が
正
当
な

船
荷
証
券
所
持
人
に
対
し
て
賠
償
し
た
額
を
、
荷
受
人
が
船
荷
証
券
を
運

送
人
に
提
出
す
べ
き
債
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
の
額
と
し
て

予
定
す
る
約
束
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
ω
の
義
務
は
運
送
人
が

賠
償
責
任
を
負
う
可
能
性
を
承
認
し
て
い
る
と
し
て
も
、
違
法
な
も
の
で

は
な
い
。

　
上
記
ω
の
義
務
は
ど
う
か
。
船
荷
証
券
返
還
義
務
は
、
商
法
七
七
六
条

五
八
四
条
に
よ
り
、
運
送
品
に
つ
ぎ
船
荷
証
券
が
発
行
さ
れ
た
場
合
、
運

送
品
の
引
渡
を
受
け
る
者
が
課
さ
れ
る
義
務
で
あ
る
．
船
荷
証
券
の
返
還

が
運
送
品
と
引
換
で
な
く
て
も
よ
い
か
否
か
は
、
船
荷
証
券
の
受
戻
証
券

性
と
の
関
係
で
問
題
に
な
る
．

　
従
っ
て
、
保
証
渡
契
約
が
適
法
か
否
か
は
、
仮
渡
が
受
戻
証
券
性
に
反

し
て
い
な
い
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
白
　
保
証
渡
と
船
荷
証
券
の
受
戻
証
券
性

　
船
荷
証
券
の
受
戻
証
券
性
を
定
め
る
商
法
七
七
六
条
五
八
四
条
に
関
す

る
解
釈
は
二
つ
に
分
か
れ
る
．
す
な
わ
ち
、
船
荷
証
券
が
発
行
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
れ
と
引
換
で
な
け
れ
ば
運
送
品
の
引
渡
を
請
求
で
ぎ
ず
、
運

送
人
は
引
渡
を
拒
絶
で
ぎ
、
か
つ
運
送
人
に
引
渡
拒
絶
義
務
が
あ
る
と
す

る
立
場
と
、
運
送
人
は
引
渡
拒
絶
権
を
有
す
る
の
み
で
、
船
荷
証
券
と
引

換
で
な
く
と
も
自
己
の
危
険
に
お
い
て
引
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
立

場
と
が
あ
る
（
山
口
・
前
掲
論
文
二
八
二
～
二
八
三
頁
、
池
垣
・
前
掲
論
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文
六
四
～
七
六
頁
、
『
判
例
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
ー
3
上
商
法
皿
上
』
大
隅
健
一

郎
・
戸
田
修
三
・
河
本
一
郎
編
（
三
省
堂
、
昭
和
五
二
年
）
五
三
五
～
五

三
八
頁
）
。
保
証
渡
に
関
す
る
判
例
は
、
多
く
が
貨
物
引
換
証
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
保
証
渡
と
い
う
商
慣
習
の
存
在
を
否
定
す
る
態
度
（
大

判
明
治
三
四
年
五
月
三
〇
日
民
録
七
輯
五
巻
一
四
九
頁
）
か
ら
、
商
慣
習

た
る
保
証
渡
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
公
序
良
俗
違
反
で
あ
る
と
す
る
態
度

（
大
阪
地
判
大
正
一
四
年
三
月
二
三
日
法
律
新
報
四
七
巻
二
三
頁
）
へ
、
そ

の
後
、
大
審
院
大
正
一
五
年
九
月
一
六
日
判
決
（
大
審
院
民
事
判
例
集
五

巻
六
六
八
頁
）
以
降
、
商
法
三
四
三
条
（
現
行
五
八
四
条
）
は
運
送
人
の

引
渡
拒
絶
義
務
を
定
め
る
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
規
定
は
強
行
法
規
で
は

な
い
か
ら
、
仮
渡
保
証
渡
の
慣
行
は
民
法
九
〇
条
に
よ
り
無
効
と
な
る
こ

と
は
な
い
と
す
る
態
度
（
大
判
昭
和
三
年
五
月
一
日
法
律
新
聞
二
八
七
九

号
一
一
頁
、
大
判
昭
和
五
年
六
月
一
四
日
法
律
学
説
判
例
評
論
全
集
一
九

巻
商
法
四
一
九
頁
）
へ
と
推
移
し
た
。

　
船
荷
証
券
の
受
戻
証
券
性
に
関
す
る
商
法
七
七
六
条
五
八
四
条
が
、
運

送
人
の
引
渡
拒
絶
義
務
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
決
定
す
る
に
際
し
、

船
荷
証
券
の
処
分
証
券
性
に
関
す
る
同
法
七
七
六
条
五
七
三
条
と
物
権
的

効
力
に
関
す
る
同
法
七
七
六
条
五
七
五
条
を
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
商
法
七
七
六
条
五
七
五
条
が
規
定
す
る
船
荷
証
券
の
物
権
的
効
力
に
つ

い
て
は
、
学
説
上
争
い
が
あ
り
、
認
め
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
物
権
的
効

力
否
定
説
と
、
物
権
的
効
力
を
認
め
る
説
と
に
大
別
さ
れ
る
。
物
権
的
効

力
を
認
め
る
説
は
、
商
法
七
七
六
条
五
七
五
条
が
船
荷
証
券
の
所
持
を
運

送
品
の
占
有
と
し
て
擬
制
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
従
っ
て
船
荷
証
券
の
引
渡

を
運
送
品
の
引
渡
と
見
倣
す
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
日
本
に
お
い
て
は
主

と
し
て
絶
対
説
と
代
表
説
と
に
分
か
れ
る
。
絶
対
説
と
は
、
民
法
の
占
有

取
得
の
原
則
以
外
に
証
券
の
移
転
が
絶
対
的
な
占
有
移
転
原
因
と
し
て
存

在
す
る
も
の
と
し
、
商
法
の
規
定
に
基
づ
き
特
殊
の
占
有
取
得
原
因
を
認

め
る
説
（
田
中
・
前
掲
書
三
九
〇
頁
）
で
あ
る
。
代
表
説
は
、
運
送
品
は

運
送
人
の
直
接
占
有
下
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
証
券
が
裏
書
譲
渡
さ

れ
た
と
き
は
証
券
所
持
人
の
有
す
る
間
接
占
有
が
移
転
さ
れ
た
も
の
と
解

し
、
間
接
占
有
の
移
転
は
民
法
一
八
四
条
の
定
め
る
方
法
を
要
し
な
い
と

す
る
説
（
加
藤
正
治
『
海
商
法
講
義
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
年
）
三
三
二
頁
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
物
権
的
効
力
を
認
め
な
い
説
は
、
「
船
荷
証
券
に

よ
る
貨
物
の
流
通
確
保
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
権
譲
渡
の
面
か
ら
も
、

ま
た
、
そ
の
担
保
化
の
面
か
ら
も
、
船
荷
証
券
の
移
転
と
貨
物
の
占
有
権

の
移
転
と
を
必
然
的
に
結
合
せ
し
め
て
構
成
す
る
物
権
的
効
力
の
観
念
自

体
が
、
そ
の
存
在
の
必
然
性
を
有
し
な
い
（
谷
川
久
「
船
荷
証
券
の
物
権

的
効
力
理
論
に
関
す
る
反
省
」
海
法
会
誌
復
刊
五
号
（
昭
和
三
二
年
）
九

五
頁
）
」
と
解
す
る
。
従
っ
て
、
運
送
中
の
運
送
品
が
船
荷
証
券
に
よ
っ

て
売
買
さ
れ
た
と
き
買
主
は
運
送
品
に
対
す
る
所
有
権
を
取
得
し
た
と
し

て
も
対
抗
要
件
を
備
え
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
船
荷
証
券
が
質
入
れ
さ
れ

た
と
き
質
権
者
は
運
送
品
の
上
に
で
は
な
く
運
送
品
引
渡
請
求
権
の
上
に

質
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
物
権
者
は
船
荷
証
券
に
表
章
さ
れ
て

い
る
運
送
品
引
渡
請
求
権
を
排
他
的
に
有
す
な
ら
ば
現
実
の
引
渡
を
期
待

で
き
る
以
上
、
充
分
に
保
護
さ
れ
る
と
い
う
．
そ
し
て
、
商
法
五
七
五
条
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の
「
運
送
品
の
引
渡
と
同
一
の
効
力
を
有
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
専
ら
運

送
品
売
買
当
事
者
間
の
問
題
と
し
て
、
船
荷
証
券
を
引
渡
し
た
と
き
は
売

主
は
完
全
に
売
買
契
約
に
つ
き
履
行
を
了
し
た
こ
と
と
な
る
と
の
趣
旨
に

理
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
物
権
的
効
力
を
否
定
す
る
必
要
ま

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
物
権
的
効
力
否
認
説
に
よ
る

商
法
五
七
五
条
の
解
釈
の
仕
方
に
は
間
題
が
あ
り
（
石
井
良
也
「
貨
物
引

換
証
の
物
権
的
効
力
」
商
法
の
争
点
（
有
斐
閣
、
昭
和
五
八
年
）
一
二
九

頁
、
小
島
孝
「
貨
物
引
換
証
・
倉
庫
証
券
・
船
荷
証
券
」
前
掲
『
総
合
判
例

研
究
叢
書
商
法
⑥
』
二
一
三
頁
、
田
中
・
前
掲
書
三
九
三
頁
）
、
例
え
ば
、

船
荷
証
券
が
空
券
で
あ
る
場
合
，
数
量
不
足
の
場
合
、
品
物
違
い
で
あ
る

場
合
ま
た
は
運
送
品
が
運
送
中
で
滅
失
殿
損
し
た
場
合
を
考
え
る
と
、
船

荷
証
券
の
引
渡
を
す
れ
ば
売
主
は
売
買
契
約
上
の
債
務
を
履
行
し
た
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
疑
問
の
余
地
が
あ
る
（
小
島
・
前
掲
論

文
二
一
三
頁
）
。
従
っ
て
船
荷
証
券
は
い
わ
ゆ
る
物
権
的
効
力
を
有
す
る

と
解
す
の
で
、
運
送
品
の
処
分
に
際
し
て
船
荷
証
券
の
裏
書
が
行
わ
れ

れ
ば
そ
の
処
分
は
効
力
を
生
じ
か
つ
運
送
品
の
占
有
が
移
転
す
る
と
考
え

る
。　
で
は
、
船
荷
証
券
を
有
し
て
い
な
い
老
は
運
送
品
の
物
権
ま
た
は
占
有

権
を
有
し
て
い
な
い
と
し
て
．
運
送
人
は
引
渡
を
拒
絶
す
べ
ぎ
か
。
物
権

処
分
の
前
段
階
に
は
必
ず
債
権
契
約
が
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
船
荷
証

券
取
得
の
原
因
と
な
る
債
権
を
有
す
る
者
に
対
し
て
な
ら
ば
、
適
法
に
仮

渡
・
保
証
渡
を
行
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
船
荷
証
券
は
有
価
証

券
で
あ
り
、
運
送
品
に
対
す
る
排
他
性
あ
る
物
権
と
運
送
契
約
に
基
づ
く

運
送
品
の
引
渡
請
求
権
自
体
を
表
章
し
、
船
荷
証
券
の
呈
示
以
外
の
方
法

で
こ
れ
ら
の
権
利
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
船
荷
証
券
引
渡
請

求
権
は
、
証
券
の
所
持
と
関
係
な
く
例
え
ば
運
送
品
に
関
す
る
売
買
契
約

書
ま
た
は
運
送
契
約
書
な
ど
で
証
明
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
者
へ
の
運
送
品
の
引
渡
は
、
運
送
契
約
上
の
債
権
ま
た
は
運
送
品

の
物
権
を
有
す
る
者
の
利
益
を
害
し
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
船
荷
証
券

が
発
行
さ
れ
た
運
送
品
に
つ
き
処
分
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
運
送
品
の
物

権
者
と
運
送
契
約
上
の
運
送
品
引
渡
請
求
権
者
と
は
同
一
人
物
の
は
ず
で

あ
り
、
そ
の
者
の
み
が
船
荷
証
券
引
渡
請
求
権
を
有
す
る
。
船
荷
証
券
が

発
行
さ
れ
た
運
送
品
に
つ
き
処
分
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
運
送
契
約

上
の
運
送
品
引
渡
請
求
権
老
の
み
が
船
荷
証
券
引
渡
請
求
権
を
有
す
．
従

っ
て
、
常
に
船
荷
証
券
引
渡
請
求
権
者
は
運
送
品
に
対
す
る
権
利
者
で
あ

り
、
船
荷
証
券
引
渡
請
求
原
因
、
つ
ま
り
、
物
権
変
動
の
原
因
た
る
債
権

契
約
の
債
権
ま
た
は
荷
受
人
の
地
位
な
ど
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
者

に
対
す
る
運
送
品
の
引
渡
は
、
権
利
侵
害
に
な
る
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
船
荷
証
券
引
渡
請
求
権
者
は
運
送
品
に
対
す
る
権
利
者
で
あ
る
と
す

る
と
、
同
一
運
送
品
に
つ
き
多
重
の
運
送
契
約
ま
た
は
多
重
の
売
買
が
行

わ
れ
て
船
荷
証
券
引
渡
請
求
権
者
が
複
数
人
存
す
る
場
合
は
、
複
数
船
荷

証
券
引
渡
請
求
権
者
の
ひ
と
り
に
対
す
る
運
送
品
の
仮
渡
・
保
証
渡
は
他

の
船
荷
証
券
引
渡
請
求
権
老
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら

の
権
利
侵
害
は
仮
渡
・
保
証
渡
が
原
因
な
の
で
は
な
く
、
荷
送
人
ま
た
は

売
主
の
不
誠
実
な
行
為
が
原
因
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
仮
渡
・
保
証
渡

を
一
般
的
に
否
認
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
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従
っ
て
船
荷
証
券
と
引
換
で
な
い
運
送
品
の
引
渡
に
よ
り
運
送
人
に
債

務
不
履
行
責
任
ま
た
は
不
法
行
為
責
任
が
生
じ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
商
法
五
八
四
条
は
、
運
送
人
の
引
渡
拒
絶
義
務
を
定
め
た
も
の

と
解
す
る
必
要
は
な
い
し
，
公
序
良
俗
に
関
す
る
強
行
法
規
と
解
す
る
必

要
も
な
い
．
そ
し
て
，
仮
渡
・
保
証
渡
の
適
法
違
法
は
各
個
の
場
合
に
お

い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
．

　
な
お
、
実
務
上
問
題
が
な
い
と
さ
れ
る
ダ
ブ
ル
L
／
G
の
差
し
入
れ
に

よ
る
保
証
渡
す
な
わ
ち
、
輸
入
者
の
輸
入
代
金
を
立
て
替
え
運
送
品
を
担

保
と
し
て
所
有
す
る
銀
行
と
輸
入
者
が
連
帯
保
証
を
す
る
保
証
状
に
よ
る

保
証
渡
の
場
合
（
外
為
研
究
会
「
シ
ン
グ
ル
」
／
G
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

金
融
法
務
事
情
九
八
七
号
（
平
成
四
年
）
一
七
～
二
〇
頁
）
、
輸
入
者
は
運

送
品
を
運
送
人
か
ら
引
き
取
る
権
限
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
を
推
認
し
得
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
場
合
も
船
荷
証
券
と
引
換
で
は
な
く
運
送
品
を
輸
入
者
に

引
渡
し
て
も
、
正
当
な
船
荷
証
券
所
持
人
の
権
利
侵
害
に
は
な
ら
な
い
。

　
本
件
に
お
い
て
、
A
は
本
件
船
荷
証
券
と
引
換
で
な
く
本
件
商
品
の
引

渡
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
当
時
本
件
船
荷
証
券
に
関
す
る
権
原
は
X
が
有

し
、
か
つ
A
X
間
に
本
件
船
荷
証
券
を
移
転
す
べ
き
債
権
債
務
も
発
生
し

て
い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
件
に
お
け
る
船
荷
証
券
と
引
換
で
な
い
運

送
品
の
引
渡
は
、
結
果
的
に
運
送
契
約
上
の
債
務
不
履
行
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
X
は
三
通
あ
る
本
件
船
荷
証
券
の
う
ち
二
通
の
取
得
時
に
保

証
渡
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
当
裁
判
所
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
運
送
人
か
ら
の
保
証
渡
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
点
、

是
認
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
X
は
、
保
証
渡
が
な
さ
れ
る
以
前
に
そ
れ
ら

二
通
の
船
荷
証
券
を
取
得
す
べ
き
債
権
を
有
し
て
お
り
、
X
の
当
該
船
荷

証
券
取
得
は
、
そ
の
債
権
に
基
づ
く
当
然
の
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
㊨
　
保
証
渡
な
い
し
保
証
渡
契
約
に
つ
い
て
の
総
括

　
保
証
渡
な
い
し
保
証
渡
契
約
は
、
船
荷
証
券
を
取
得
し
う
る
権
原
を
有

す
る
老
と
の
間
で
行
う
限
り
、
全
く
違
法
性
を
帯
び
る
こ
と
は
な
い
。
も

し
保
証
渡
な
い
し
保
証
渡
契
約
を
行
っ
た
運
送
人
が
不
法
行
為
責
任
ま
た

は
運
送
契
約
上
の
債
務
不
履
行
責
任
を
船
荷
証
券
所
持
人
に
対
し
て
負
う

こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
荷
渡
を
受
け
た
者
が
船
荷
証
券
を
取
得
し
得
る
権

原
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
荷
渡
を
受
け
る
老

の
権
原
の
有
無
は
裁
判
外
の
証
明
に
基
づ
き
運
送
人
が
判
断
す
る
訳
で
あ

る
が
、
偽
造
の
契
約
書
を
真
正
な
契
約
書
と
誤
認
し
て
運
送
人
が
仮
渡
・

保
証
渡
を
行
っ
た
場
合
は
自
ず
と
別
問
題
で
あ
る
。

二
　
不
法
行
為
責
任
の
発
生
に
つ
い
て

　
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
権
が
併
存
す
る
の
か
（
請
求
権
競
合
説
）
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
権
し
か
生
じ
な
い
か
（
法
条
競
合
説
）
が
問
題
と
な
る
。

　
本
判
決
は
請
求
権
競
合
説
を
採
っ
て
い
る
。
国
際
海
上
物
品
運
送
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
九
号
）
が
そ
こ
に
取
り
入

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
へ
ー
グ
・
ヴ
ィ
ス
ピ
ー
・
ル
ー
ル
（
「
千
九
百
二
十
四

年
八
月
二
五
目
に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
署
名
さ
れ
た
船
荷
証
券
に
関
す
る
あ
る

規
則
の
統
一
の
た
め
の
国
際
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書
」
（
牢
9
。
8
一
ε

費
目
雪
山
夢
Φ
H
暮
Φ
3
暮
一
8
暫
一
〇
〇
づ
く
魯
試
g
h
o
り
夢
Φ
q
三
ゆ
o
暮
一
〇
⇒
o
隔

。
①
旨
巴
ロ
峯
一
Φ
ω
o
騰
寅
≦
奉
一
暮
冒
槻
け
o
窪
濠
o
暁
宣
区
営
o
q
℃
謡
》
仁
㎎
β
9
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一
〇
漣
器
費
目
①
＆
＆
げ
網
夢
o
勺
3
ε
。
亀
9
鴇
閃
Φ
耳
轟
藁
一
8
0
。
）
）
が

請
求
権
の
競
合
を
認
め
て
い
る
こ
と
（
菊
池
洋
一
「
へ
ー
グ
・
ヴ
ィ
ス
ビ

ー
・
ル
ー
ル
の
採
用
」
国
際
商
事
法
務
二
〇
巻
七
号
（
平
成
四
年
）
七
六

五
～
七
七
三
頁
）
に
照
ら
す
と
、
少
な
く
と
も
海
上
物
品
運
送
契
約
に
つ

い
て
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
と
不
法
行
為
に
基
づ
く

損
害
賠
償
請
求
権
と
は
競
合
す
る
と
す
る
考
え
方
が
世
界
的
趨
勢
な
の
で

あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
法
条
競
合
説
は
そ
の
根
拠
と
し
て
．
「
…
…
不

法
行
為
責
任
に
つ
き
こ
れ
を
一
般
的
義
務
違
反
に
因
る
損
害
賠
償
関
係
と

み
、
何
等
制
裁
的
意
味
な
く
、
又
契
約
上
の
責
任
が
よ
り
重
い
現
行
法
制

の
う
へ
に
於
い
て
は
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る
実
益
は
な
い
で
あ
ら
う

（
石
井
照
久
『
海
商
法
概
論
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
一
三
年
）
二
二
九
頁
）
。
」

と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
根
拠
は
本
件
の
ご
と
き
渉
外
的
事
件
に
対
し

て
は
説
得
力
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
渉
外
的
事
件
で
は
不
法
行
為
の
準
拠

法
（
法
例
二
）
と
契
約
の
準
拠
法
（
法
例
七
、
同
九
）
は
異
な
る
こ
と

が
あ
り
、
各
々
の
準
拠
法
が
異
な
る
場
合
に
は
、
不
法
行
為
責
任
を
規
律

す
る
法
と
債
務
不
履
行
責
任
を
規
律
す
る
法
と
の
間
に
、
両
者
が
同
一
国

の
法
体
系
に
含
ま
れ
て
い
る
時
の
よ
う
な
政
策
的
な
考
慮
が
働
い
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
．
本
判
決
が
請
求
権
を
競
合
さ
せ
た
こ
と
は
支

持
で
き
る
。

三
　
陽
の
不
法
行
為
の
成
否

　
本
判
決
に
よ
る
と
、
砺
は
、
本
件
船
荷
証
券
と
引
換
で
な
し
に
本
件
商

品
を
A
に
引
渡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
結
局
、
X
に
対
し
本
件
商
品
の
引
渡

を
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
X
の
本
件
商
品
の
引
渡
請
求
権
の
行
使
を

不
能
な
ら
し
め
、
ひ
い
て
は
X
の
本
件
商
品
の
所
有
権
を
侵
害
し
た
こ
と

に
な
る
か
ら
．
偽
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
、
と
し

て
い
る
。

　
保
証
渡
自
体
を
違
法
な
行
為
だ
と
判
断
せ
ず
、
A
の
資
格
を
確
か
め
る

こ
と
な
く
協
が
行
っ
た
保
証
渡
を
不
法
行
為
だ
と
解
し
て
お
り
、
も
っ
と

も
だ
と
思
わ
れ
る
。
仮
渡
・
保
証
渡
の
一
事
だ
け
で
は
債
務
不
履
行
も
不

法
行
為
を
も
構
成
し
な
い
。
仮
渡
・
保
証
渡
が
違
法
性
を
帯
び
る
の
は
．

船
荷
証
券
取
得
原
因
を
有
さ
な
い
者
に
運
送
品
を
引
渡
し
た
場
合
や
、
真

正
な
船
荷
証
券
所
持
人
が
他
に
い
る
場
合
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

四
　
昭
の
不
法
行
為
の
成
否

　
他
方
、
本
判
決
で
は
、
昭
の
使
用
者
責
任
（
民
七
一
五
）
お
よ
び
共
同

不
法
行
為
責
任
（
民
七
一
九
）
は
成
立
し
な
い
と
し
て
い
る
。
使
用
者
責

任
不
成
立
の
根
拠
は
、
前
述
の
判
旨
④
で
あ
り
、
共
同
不
法
行
為
不
成
立

の
根
拠
は
、
前
述
判
旨
⑤
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
が
背
後
に
あ
る
た

め
か
、
「
代
理
店
（
代
理
商
）
は
…
…
船
荷
証
券
所
持
人
に
対
し
て
…
…
引

渡
義
務
を
履
行
す
べ
ぎ
責
任
を
負
う
…
…
」
と
し
て
お
り
、
代
理
商
が
運

送
契
約
上
の
債
務
を
負
う
か
の
如
き
表
現
が
あ
る
。

　
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
代
理
商
は
、
平
常
本
人
の
営
業
の

部
類
に
属
す
る
取
引
を
業
と
し
て
代
理
ま
た
は
媒
介
す
る
範
囲
で
は
独
立

の
商
人
で
あ
る
（
因
み
に
海
上
運
送
法
一
条
九
号
に
よ
り
、
海
運
代
理
商

は
必
ず
代
理
権
を
有
す
る
．
）
が
、
本
人
が
締
結
し
た
契
約
の
履
行
を
な

す
場
合
の
地
位
は
、
履
行
補
助
者
で
は
あ
る
ま
い
か
。
協
の
行
っ
た
本
件
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商
品
の
引
渡
は
、
債
務
の
履
行
が
法
律
行
為
で
は
な
い
と
す
る
限
り
葛
を

代
理
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
媒
介
と
は
他
人
間
の
法
律
行
為
の
締

結
に
尽
力
す
る
こ
と
（
新
法
律
学
辞
典
（
有
斐
閣
、
昭
和
二
七
年
）
七
七

七
頁
「
媒
介
」
の
項
参
照
）
だ
と
す
る
な
ら
ば
媒
介
を
し
た
こ
と
に
も
な

ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
債
務
の
履
行
は
代
理
商
が
独
自
の
判
断
と

責
任
で
行
い
得
ず
、
代
理
商
が
本
人
の
債
務
の
履
行
を
補
助
す
る
場
合
、

通
常
の
履
行
補
助
者
と
全
く
同
様
に
考
え
て
よ
い
。
た
だ
し
厳
密
に
い
え

ば
脇
は
乳
の
履
行
一
部
代
行
者
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
運
送
契
約
と
は
、

海
上
に
お
い
て
船
舶
に
よ
っ
て
さ
れ
る
運
送
契
約
の
一
種
（
田
中
・
前
掲

書
二
二
四
頁
）
で
あ
る
か
ら
、
運
送
契
約
上
の
債
務
は
運
送
品
の
引
渡
の

み
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
協
が
砥
の
履
行
補
助
者
で
あ
る
と
の
前
提
で
、
昭
の
使
用
者
責
任
の
有

無
を
検
討
す
る
。
砺
は
昭
に
指
揮
監
督
さ
れ
る
立
場
に
あ
り
、
町
は
砺
の

選
任
監
督
に
つ
き
相
当
の
注
意
を
し
た
こ
と
ま
た
は
相
当
の
注
意
を
し
て

も
損
害
が
生
じ
た
こ
と
を
葛
が
証
明
し
て
お
ら
ず
、
か
え
っ
て
協
の
監
督

に
つ
き
注
意
を
怠
っ
て
い
た
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
．
磧
は
、

シ
ン
グ
ル
L
／
G
を
差
し
入
れ
た
者
に
砺
が
運
送
品
の
保
証
渡
を
す
る
こ

と
を
承
認
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
砺
か
ら
保
証
渡
を
受
け
る
者
が
運
送
品

に
対
す
る
権
利
を
質
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、
㌔
の
保
証
渡

に
よ
り
運
送
品
に
対
す
る
正
当
な
権
利
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
得
る
こ
と

を
了
知
し
て
い
た
訳
だ
か
ら
で
あ
る
。
ち
の
行
っ
た
本
件
商
品
の
引
渡
が
、

指
揮
監
督
者
の
事
業
の
範
囲
内
で
か
つ
協
の
職
務
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
．
よ
っ
て
、
昭
は
X
に
対
し
使
用
者
責
任
を
負
う
。

　
同
様
の
前
提
で
、
偽
の
共
同
不
法
行
為
責
任
に
つ
ぎ
考
察
す
る
。
濫
は

現
と
共
に
共
同
不
法
行
為
責
任
を
負
う
と
X
が
主
張
す
る
根
拠
は
、
本
件

船
荷
証
券
と
引
換
で
な
い
本
件
商
品
の
引
渡
を
、
協
は
磧
の
承
認
ま
た
は

一
般
的
指
示
に
従
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
債
務
者
が
履
行
補
助

者
に
与
え
る
承
認
ま
た
は
一
般
的
指
示
は
、
民
法
七
一
九
条
二
項
の
教
唆

に
当
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
件
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
承
認
等

が
、
協
が
本
件
商
品
に
対
す
る
X
の
所
有
権
を
結
果
的
に
侵
害
し
た
不
法

行
為
た
る
保
証
渡
を
す
る
意
思
を
決
定
さ
せ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
昭
は
X
に
対
す
る
共
同
不
法
行
為
の
責
任
も
負
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
邦
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